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第
四
十
六
回
四
街
道
市 

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会 

 

                              

    

令
和
六
年
五
月
十
八
日
（
土
）、
青
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
四
街
道

市
青
少
年
補
導
委
員
連
絡
協
議
会
の

第
二
十
五
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

第
十
三
期
と
な
る
補
導
委
員
七
十

八
名
に
、
府
川
雅
司
教
育
長
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

           

府
川
教
育
長
か
ら
は
「
社
会
で
は
居

場
所
の
無
い
子
供
た
ち
が
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
案
が
増
え
て
い
る
。
子

供
た
ち
を
守
る
こ
と
を
社
会
全
体
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補

導
委
員
の
皆
さ
ん
が
青
い
ベ
ス
ト
を

着
用
し
て
活
動
す
る
姿
は
、
地
域
社
会

に
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
」

と
挨
拶
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
事
で
は
、
令
和
五
年
度
の
活
動
報

告
や
決
算
報
告
、
令
和
六
年
度
の
活
動

計
画
な
ど
六
つ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

議
案
説
明
と
審
議
を
行
っ
た
後
、
賛
成

多
数
で
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

                

 
  

七
月
六
日
（
土
）
、
四
街
道
市
青
少
年

健
全
育
成
推
進
大
会
が
四
街
道
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
市
内

の
四
つ
の
高
校
の
書
道
部
に
横
断
幕

や
垂
れ
幕
、
立
て
看
板
の
表
題
を
依
頼

し
、
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。 

青
少
年
補
導
委
員
の
小
野
好
美
さ

ん
が
、
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

      

市
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
そ
し
て
、
県
立
盲
学
校
の
代
表
に
よ

る
「
少
年
の
主
張
」
が
発
表
さ
れ
た
後
、 

四
街
道
市
出
身
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
、
遠
藤
翼
氏
に
よ
る
「
や
り
続
け
る

力 

や
り
抜
く
力
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

        

病
気
と
闘
い
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る

姿
を
通
し
て
、
諦
め
な
い
で
努
力
を
続

 

 

発行責任者 四街道市青少年補導委員連絡協議会  事務局 青少年育成センター 
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第
二
十
五
回 

定
期
総
会 

ー
ル 

委嘱状の交付 

全員で愛唱歌「愛の一声」を合唱 

遠藤翼氏の講演 

小野好美委員 
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令
和
六
年
度 

県
下
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル 

第
七
十
四
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

市
補
連 

第
一
回
研
修
会 

終
業
式
に
て
補
導
委
員
紹
介 

け
る
過
程
が
自
分
の
自
信
に
つ
な
が

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

                  

あ
り
ま
し
た
。 

     

七
月
二
十
三
日
（
火
）、
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
四
街
道
市
青
少

年
補
導
委
員
連
絡
協
議
会
の
第
一
回

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
と
し
て
青
少
年
育
成
セ
ン
タ 

ー
所
長
の
米
村
貴
先
生
を
お
迎
え
し

て
「
街
頭
補
導
活
動
の
手
引
き
～
今
を

生
き
る
青
少
年
問
題
の
課
題
～
」
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

        

 

小
学
校
の
教
員
と
し
て
の
経
験
を

通
し
て
、
過
ち
や
失
敗
を
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
に
せ
ず
、
子
供
た
ち
が
変
わ
ろ

う
と
す
る
姿
を
応
援
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
子
供
た
ち
が
大
人
に
な
り
、
家

族
を
持
っ
た
時
に
必
ず
振
り
返
る
時

が
あ
る
の
で
、
絶
対
に
子
供
た
ち
を
見

捨
て
な
い
、
い
つ
か
気
持
ち
は
届
く
と

確
信
し
て
い
る
と
強
く
訴
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
青
少
年
補
導
委
員
も
、
子
供

た
ち
を
信
じ
て
成
長
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

    

七
月
十
九
日
（
金
）
四
街
道
市
内
の

全
小
学
校
の
終
業
式
に
青
少
年
補
導

委
員
が
参
加
し
、
地
域
で
子
供
た
ち
の

見
守
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

夏
休
み
は
事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
子
供
た
ち
が
増
え
て
き
ま
す
。 

私
た
ち
青
少
年
補
導
委
員
は
見
守

り
活
動
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
が
有
意

義
で
健
や
か
な
夏
休
み
を
過
ご
せ
る

よ
う
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

     

七
月
二
十
六
日
（
金
）、
市
内
高
等
学

校
の
生
徒
の
代
表
も
参
加
し
て
、
千
葉

県
下
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

四
街
道
警
察
署
生
活
安
全
課
と
北

総
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

       

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
最
初
は

声
を
か
け
る
の
が
怖
か
っ
た
け
ど
、
根

気
強
く
声
を
か
け
て
い
く
と
応
え
て

く
れ
る
人
が
い
て
良
か
っ
た
。
次
へ
の

私
の
原
動
力
に
な
っ
た
。」「
こ
れ
か
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
四
街

道
の
方
々
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。
」

と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

      

七
月
二
十
六
日
（
金
）、
四
街
道
市
役

所
五
階
の
第
一
・
第
二
会
議
室
に
お
い

て
、
第
七
十
四
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
～
講
演
と
映
画
の
集
い
～
が
開

催
さ
れ
、
四
街
道
市
青
少
年
補
導
委
員

連
絡
協
議
会
か
ら
も
代
表
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

四
街
道
警
察
署
生
活
安
全
課
の 

澤
田
安
紀
子
課
長
よ
り
「
青
少
年
の
非

大会終了後に参加した補導委員で記念撮影 

講演される米村貴先生 

高校生が子供たちに 

明るく声かけ 
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県
下
一
斉
広
域
列
車
パ
ト
ロ
ー
ル 

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
警
備
協
力 

県
補
連
千
葉
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会 

行
の
現
状
と
防
止
に
つ
い
て
」
の
演
題

で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

    

八
月
二
十
四
日
（
土
）
に
四
街
道
中

央
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
三
回

四
街
道
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
警
備
協

力
で
参
加
し
ま
し
た
。 

青
少
年
補
導
委
員
は
会
場
内
と
外

周
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
楽
し
め

る
よ
う
に
声
か
け
や
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。 

    

八
月
二
十
八
日
（
水
）、
四
街
道
市
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
千
葉
県
青
少

年
補
導
員
連
絡
協
議
会
千
葉
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

千
葉
県
冒
険
遊
び
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
相
澤
孝
紀
氏
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
「
こ
ど
も×

居
場
所×

遊
び
」

と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 相

澤
氏
か
ら
は
「
子
供
に
と
っ
て
遊 

び
と
は
、
生
活
・
体
験
・
学
習
・
表
現 

           

の
場
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
い
ろ 

い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
場
で
あ
る
が
、
今

は
遊
び
の
場
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。 

子
供
が
自
由
に
遊
べ
る
居
場
所
を
つ

く
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
人
と
人
と
の

関
係
性
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が

幸
せ
な
子
供
時
代
を
築
く
こ
と
に
つ

な
が
る
。」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
「
子
供
と
の
関
わ
り
の
中
で

大
切
な
こ
と
は
『
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

（
愛
着
形
成
）』
で
あ
り
、
そ
れ
は
乳
幼

児
期
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上
の
年
齢

に
な
っ
て
も
重
要
」
と
の
こ
と
で
、
私

た
ち
青
少
年
補
導
委
員
が
日
頃
の
補

導
活
動
の
中
で
青
少
年
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

                   

十
月
二
十
二
日
（
火
）、
県
下
一
斉
広

域
列
車
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

         

二
班
に
分
か
れ
て
、
四
街
道
駅
を
起

点
と
し
て
、
千
葉
駅
方
面
と
佐
倉
駅
方

面
へ
向
か
う
列
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。 

高
校
生
た
ち
の
下
校
時
刻
と
重
な

り
、
列
車
内
は
混
雑
し
て
い
ま
し
た
が
、

み
ん
な
静
か
で
、
乗
車
マ
ナ
ー
は
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。 

各
駅
の
構
内
お
よ
び
周
辺
で
も
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
が
、
迷
惑
行

為
な
ど
を
行
う
生
徒
や
青
少
年
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

                  

講師の相澤孝紀氏 

多くの参加があった千葉ブロック研修会 
車内をパトロール 

駅周辺施設をパトロール 
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※ 教：教職員  P：PTA等会員  般：一般市民（民間有識者） 

                              

                              

                              

四
街
道
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー  

か
ら
の
お
知
ら
せ   

青
少
年
の
皆
さ
ん
が
日
頃
抱
え
る

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
場
所
と
し
て
、
当
施
設
二
階
の
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
て
お
り

ま
す
。 

 

市
内
在
住
あ
る
い
は
在
学
の
二
十

歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
、
個
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
、
卓
球
や
読
書
、
自
習
や

談
話
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

☎
〇
四
三
（
四
二
一
）
七
八
六
七 

【
利
用
時
間
】 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
平
日
の
み
） 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

会
議
等
で
使
用
時
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
利
用
の
可
否
は
当
セ
ン
タ
ー
入

り
口
で
確
認
で
き
ま
す
。 

 

 

四街道市 

青少年育成センター 

 
 

 
 

～
編 

集 

後 

記
～ 

 

何
度
も
記
録
を
更
新
し
た
猛
暑

を
乗
り
越
え
て
コ
ー
ト
等
の
羽
織
物

が
欠
か
せ
な
い
季
節
と
な
り
、
い
よ

い
よ
年
末
へ
と
向
か
い
ま
す
。 

最
近
は
青
少
年
が
絡
む
詐
欺
や

強
盗
な
ど
の
事
件
が
発
生
し
、
胸
が

苦
し
く
な
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
四

街
道
市
に
も
凶
悪
犯
罪
の
手
が
届

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら
青
少
年
補
導
委
員

の
活
動
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

未
来
の
宝
で
あ
る
青
少
年
や
地

域
を
大
切
に
し
て
い
る
先
輩
方
の
姿

を
通
し
、
学
び
が
多
い
こ
の
活
動
の

重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
青
少
年
の
大
切
な

未
来
の
た
め
に
お
役
に
立
て
る
よ
う

活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

 

広
報
委
員 

 
須
藤 

尚
子 

 

第13期青少年補導委員 79 名

1 青 木 心 統 教 大 知 泰 成 教 齊 藤 貴 文 教 坂 部 健 人 教 安 井 貴 之 教

2 小 島 佑 一 教 細 川 卓 翁 教 眞 下 雄 基 教 江 口 浩 之 教 渡 辺 真 也 教

3 霜 下 嵩 之 教 細 川 哲 洋 教 岩 﨑 祐 太 郎 教 横 尾 貴 則 教 長 岡 洋 平 教

4 下 島 絵 理 P 飯 田 佳 寛 P 髙 橋 悠 教 藤 井 一 稀 教 塚 越 昭 広 教

5 伊 藤 麻 有 良 P 穂 刈 恵 子 P 日 暮 知 宏 教 吉 田 佳 奈 P 冨 樫 雅 哉 教

6 石 橋 守 P 小 林 康 子 P 小 川 惠 P 作 田 麻 衣 子 P 住 田 将 教

7 吉 橋 朋 子 般 中 村 よ し 子 般 髙 橋 勝 P 神 尾 和 子 般 平 林 智 之 P

8 萱 沼 左 智 子 般 北 野 美 子 般 加 藤 美 香 P 駒 澤 廣 男 般 石 山 明 心 P

9 小 野 好 美 般 山 口 久 美 子 般 山 木 遥 香 P 関 根 登 志 夫 般 小 川 久 美 子 P

10 清 水 清 子 般 須 郷 恭 子 般 関 口 笑 子 P 指 田 紀 男 般 佐 藤 真 紀 子 P

11 西 塚 義 尊 般 西 村 景 子 般 海 保 曉 美 般 井 上 江 身 子 般 岩 瀬 雄 三 般

12 西 塚 実 香 般 山 川 郁 子 般 篠 﨑 有 里 般 矢 野 ゆ り 子 般 佐 藤 知 正 般

13 田 中 徳 彦 般 長 谷 川 睦 美 般 大 沼 滋 子 般 柴 山 充 江 般 吉 田 惠 一 般

14 小 川 雅 章 般 荻 原 好 光 般 福 本 誠 三 般 笛 木 光 夫 般

15 後 藤 陽 子 般 林 田 富 江 般 石 橋 紀 子 般 須 藤 尚 子 般

16 大 越 登 美 子 般 齋 藤 寿 香 般

17 馬 場 光 広 般 保 坂 康 平 般

18 岩 崎 裕 美 般

19 芝 崎 剛 介 般

四街道中学校区 千代田中学校区 旭中学校区 四街道西中学校区 四街道北中学校区


